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別記様式 

会　議　録 

 会議の名称 令和 7年度　第 8回　大平地域会議

 開催日時 令和 8年 1月 29 日（木）　午後 6時 30 分 開会　　午後 8時 34分 閉会

 開催場所 大平総合支所新館　第 1.2 会議室

 出席者氏名 別紙のとおり

 欠席者氏名 別紙のとおり

 事務局職員職氏名 別紙のとおり

 その他出席者等 別紙のとおり

 会議事項 1　開会 

2　会長あいさつ 

3　議事 

(1) 栃木市文化財保存活用地域計画（素案）について〔情報提供〕(文化課) 

(2）令和 9年度実施分 地域予算提案事業について 

4　その他 

5　閉会

 会議の公開又は 

非公開の別
公開

 傍聴人の数 0名

 その他必要事項

 会議の経過

 発言者 議題・発言内容・決定事項

 事務局 

 

会長 

 

会長 

 

文化課 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

1　開会 

 

2　会長あいさつ 

 

3　議事 

(1) 栃木市文化財保存活用地域計画（素案）について〔情報提供〕(文化課) 

　　〔文化課から資料に基づき説明〕 

　質疑なし 

《文化課退席》 

 

(２)令和９年度実施分　地域予算提案事業について 

・提案事業の具体的な内容の検討 

　　［事務局より本日のグループワークの目的等について説明］ 

・前回の地域会議では、令和 9年度実施分地域予算提案事業について、以下 2事業

について決定した。 

①「地域コミュニティ活性化事業」として、防災をメインにしたイベントを開催す

ること 

②「大平地域の魅力発信事業」として、大平わいわいテラスが認定している世間遺
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産を活用したまち歩きマップの作成やまち歩きイベントを実施すること 

加えて、決定した事業をより具体的に検討いただくため、各地域会議委員へご意

見を聴取し、回答いただいた。その回答結果を反映させたものが、本日の資料にな

っている。今回のグループワークでは、事業概要書、予算見積書を作るため、事業

内容をより具体的に検討いただきたい。 

2 つの事業案があるが、割り当ての事業について、それぞれのグループごとに検

討いただきたい。グループワーク終了後には、各グループの代表が話し合った内容

を発表し全員で共有したい。 

 

①「地域コミュニティ活性化事業」を資料 1とした。 

資料１のグループには、意見聴取で回答いただいた「防災イベントをするうえで、

各所属団体として何ができるか」を基にして、防災イベントの内容や候補となる会

場についてさらに具体的な検討を進めてほしい。 

②「大平地域の魅力発信事業」を資料 2とした。 

資料 2 のグループには、意見聴取で回答いただいた内容をすべて地図に落とし

込むことは難しいため、地図に掲載したほうが良いものを、選択していただきた

い。 

またまち歩き事業についても、事業内容、回数、規模などを検討いただきたい。 

〔検討内容発表〕 

資料１「地域コミュニティ活性化事業」 

防災イベントとして実施する内容、項目について話し合った。 

【会場・時期について】 

大平中学校へ依頼し、屋内・屋外両方で行う。 

時期は 10 月～12 月がいいのではないか。 

【実施したい内容について】 

・防災士講話 

　　→集客の観点から、著名な防災士を呼ぶのも一案。もしくは、地域の実情を把

握している地元の防災士も考えられる。講話の時間は、長すぎないほうが良

い。 

・スタンプラリー 

　　→参加景品として、防災グッズの啓発品を用意する。 

・授乳室の設置 

　　→災害時においても必要不可欠なもの。託児を行うという意見があったが、非

常時に託児は考えられないので、防災イベントという側面を考えれば不要

とした。 

・新聞紙スリッパつくり等のクラフト体験ブース 

・災害用伝言ダイヤル体験 

・炊き出し（来場者・当日スタッフへ炊き出しをふるまう） 

・災害食の実食（災害時に用意される災害食を実際に調理し実食する） 

・消防署への協力依頼（起震車や VR車の招致依頼、当日の消防関係運営　等） 

・災害時の食とアレルギー啓発 
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・給水袋運搬体験 (給水車による給水体験） 

・個人で用意できる防災グッズ展示 

・災害タイムライン表の掲示 

・避難所紹介（地図） 

・オープニングセレモニー 

・段ボールベット組立、体験 

・避難所テントの体験 

・簡易トイレ展示（簡易トイレを使った水凝固剤体験) 

・防災、被災映像の放映　　等の意見が挙げられた。 

【必要な物品】 

・体験で使用する「段ボールベット」「防災簡易トイレ」「避難所用テント」 

・避難所テント体験等で使用する毛布 

・啓発となる防災グッズ 

・炊き出しの食材や災害食 

 

 

資料２「大平地域の魅力発信事業」 

以下の項目について話し合った。 

【地図に掲載する事項(予定)について】 

・世間遺産の所在地、写真、駐車場の有無 

・世間遺産の Web 上へつながる QR コード 

　　→Web 上に大平世間遺産のページを作成し、詳細を検索しやすいものにする。

QRコードを掲載し Web ページで詳細や場所を把握しやすくする。 

・大中寺、清水寺 

　　→世間遺産からは外れるが大平地域の観光資源。市観光協会 HPへつながる 

QR コードと合わせて掲載。 

・ふれあいバス停留所 

・大平地域の大字 

・公衆トイレ 

・幹線道路、駅、線路、公共施設や公園等地図の基本事項となるもの 

・大平の四季の美しさが伝わる写真 

【配布対象・発行部数について】 

作成に係る経費にもよるが 10,000 部作れればよいのではないか。 

・全戸配布はロスが大きい。 

・大平地域内の小中学校の先生方へ一人一部配布したい。 

→ふるさと学習や、まち探検・校外学習へ役立ててもらう。 

・大平地域内へ回覧板で巡回させる。 

→回覧の際、大平総合支所で配付希望者へお渡ししていることがわかるよう

記載しておく。 

【まち歩きイベントについて】 

・まち歩きイベントについては、小学生対象や育成会とも合同開催など、マップが
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あればテーマに沿ったまち歩きイベントが開催したい。 

・まち歩きマップ作製を記念して、バスを用意し、世間遺産ツアーを開催しても

いいのではないか。広く大平地域の市民に声をかけるほか、公民館講座、隣保館

講座に参加している人、またほかの地域の地域会議委員にも声掛けを行い、世

間遺産に興味を持つ方々とバスツアーをしたらいいのではないか。 

【その他必要となるもの】 

・世間遺産パンフレット増刷 

→まち歩きイベント参加者へ、より詳細な世間遺産のパンフレットを増刷し

配布できるとよい。 

・横断幕の作成 

　　→まち歩きイベント実施の際、イベント実施が分かる横断幕が用意できると

よいとの意見が出た。 

【その他】 

・意見聴取の際、一意見として大平地域を対象にしたフォトコンテストを実施する

案が出たが、今回の事業にそれを加えてしまうと、事業が広がりすぎてしまい、

世間遺産へのフォーカスがぼけてしまうので、今回は考えないものとした。 

 

検討いただきありがとうございました。本日のグループワークで、地域予算事業

もだいぶ具体的な検討ができたのではないかと思う。 

 

次回以降も、意見を出し合って、さらに絞っていけたらよいと思う。引き続き委

員の皆さまにはご検討ご協力をお願いしたい。 

以上で本日の議事は終了とします。 

 

4　その他 

(1) 大平地域会議だよりについて（連絡） 

［事務局より説明］ 

・原稿案の提示。広報とちぎ 4月号（3月 19 日発行）で折込予定。 

　今後最終原稿作成の上、発行となるが詳細の内容については、事務局に一任いた

だく。 

(2) 委員の改選がある場合について（連絡） 

［事務局より説明］ 

・所属団体との関係などで、地域会議の委員改選の手続きが必要になる場合は、 

2 月 13 日（金）までに、事務局（大平地域づくり推進課）まで、ご連絡をお願い

したい。 

 

(3)令和 7年度　栃木市地域自治交流会　中止の報告 

　[事務局より説明] 

・衆議院議員選挙直前の日程となってしまったため、中止となった。 
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(4) 次回 大平地域会議　令和 8年 3月 19 日(木)午後 6時 30 分から 

　　大平総合支所新館 2階第 1.2 会議室 

 

 

 

5　閉会 
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別紙１　　出席者、欠席者、事務局職員、その他出席者等 
 
＜委員＞　　　出席 11 名／定員 15 名 

 
＜事務局＞ 

 
＜その他出席者等＞ 

 
 

 出席 職 氏名 出席 職 氏名

 ○ 会長 藤倉 竜広 ○ 副会長 三井　健

 〇 委員 青木 晴美 ○ 委員 青木 理恵

 〇 委員 植原 瑞恵 委員 川井 正枝

 〇 委員 川田 健太郎 委員 毛塚　高章

 委員 小堀　和子 ○ 委員 清水　泰子

 ○ 委員 田村 誠志 〇 委員 津布楽 俊夫

 ○ 委員 富田 昌敏 ○ 委員 仲三河 マコト

 委員 柳田 和子

 出席 職 氏名

 ○ 大平地域まちづくりセンター 所長　（大平地域づくり推進課 課長） 渡辺 由夫

 ○ 大平地域まちづくりセンター （大平地域づくり推進課 副主幹） 牧島 聡

 ○ 大平地域まちづくりセンター （大平地域づくり推進課 主査） 山口 友香

 ○ 大平地域まちづくりセンター （大平地域づくり推進課 主事） 柴田 大輝

 氏名 備考

 　小澤　美和子 文化課　文化財係　主査


